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抄　　録

【目的】 障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに合わせた特別支援教育の推進が求められている。

障害児は食事の偏りによる栄養障害など、栄養や食事に関する困難が生じやすく、自立に向

けた個々の支援が必要である。本研究では日本国内の障害児における食育の現状から、食に

関する教育実践の示唆を得ることを目的とした。

【方法】 キーワードを「障害児」、「食育」として、データベース検索（医学中央雑誌及びCiNii）により、

文献を抽出した。食育の方法・内容、食育の結果・効果等についてエビデンステーブルを用

いて分析した。

【結果】 15件の文献を採択した。知的障害児を対象とした文献が最も多く、実施場所は特別支援学校、

障害児施設であった。食育の方法・内容では知的及び発達障害で調理実習等の体験型の内容、

イラストや写真を教材に用いた内容が見られた。食育の結果・効果では、食事時間の問題行

動の改善、苦手な食べ物の克服、職員や他児との良好な関係構築に加えて、本人のやる気や

自信、達成感を引き出すことが挙げられた。

【結論】 障害児への食育は、体験することに重点が置かれ、食に関する課題等の解決に繋がる可能性

を有することが明らかになった。
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Ⅰ．はじめに

　障害のある子どもと障害のない子どもが共に学ぶ

インクルーシブ教育の構築のためには、子ども一人

一人の教育的ニーズに応じて適切に指導を行う「特

別支援教育」の推進が求められる１）。
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　日本における身体障害や知的障害を持つ障害児者

数は増加傾向にあり２）、障害児の栄養状態及び食行

動に関しては様々な困難や課題が挙げられている。

知的障害児においては、食に対するこだわりが強く、

偏食が生じやすいことに加え、脂質や食塩の過剰摂

取、ミネラルの摂取不足が認められる３）。さらに、

食事の偏りや食行動が原因となり、肥満などの栄養

障害が生じているケースも少なくない４）。

　障害児における栄養・食事の現状を踏まえると、

障害児が快適な日常生活を営み、一人一人の自己実

現を目指すには、健康・栄養状態を維持・改善する

ことが極めて重要である。障害児は、個人によって

抱える障害の程度や食に関する課題が大きく異なる

ことから、個人の状態を適切にアセスメントし、そ

の障害児に合わせた支援を行う必要がある。障害の

ある子どもが、将来自立し、社会参加するための基

盤として、望ましい食習慣を身につけ、自らの健康

を自己管理する力を習得することは極めて重要であ

る５）。

　食育基本法において、食育は「生きる上での基本

であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきも

の」と位置付けられており、子どもへの食育は「心

身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生

涯にわたって健全な心と身体を培い豊かな人間性を

はぐくんでいく基礎となるもの」と規定されている。

食育は健康の維持増進のみならず、感謝の心や社会

性等の観点を有する点が特徴であることから、障害

児への食育は、日々の生活における自立と密接に関

わっており、健常児以上に重要な役割を担っている

と言える。栄養教育は対象者の健康・栄養状態の維

持・改善を目指して実施されるのに対し、食育はこ

れらに加え、豊かな人間形成等の目的を有する。ま

た、日本において、子どもへの栄養教育、食教育の

大部分は「食育」と表現される。すなわち、栄養教

育と食育を切り離して考えることは難しい。

　国内における学校現場の食育に関わる栄養専門職

は、栄養教諭あるいは学校栄養職員であることが想

定される。しかし、学童期や思春期の障害児への食

育について概観した論文は見当たらず、特別支援教

育における食育の推進のために整理する必要があ

る。

　そこで、本研究は障害児における国内の食育の現

状について文献検討を通して明らかにし、食に関す

る教育実践の示唆を得ることを目的とした。

Ⅱ．方法

１．文献の抽出

　検索には、医学中央雑誌（以下、「医中誌」とする）

及びNII学術情報ナビゲータ（以下、「CiNii」とする）

を用いて国内の文献を検索した（最終検索日2022年

９月27日）。検索式は、医中誌においてはシソーラ

ス用語を検討し、検索式を（障害児／ TH or 障害

児／ AL）and（（食育／ TH or 食育／ AL）or（栄

養指導／ TH or 栄養教育／ AL）or 食教育／ AL））

とし、会議録は除外した。CiNiiにおいては検索式

を（障害児 AND （食育 OR 栄養教育 OR 食教育））

とした。

　続いて、データベース検索により抽出された文献

のスクリーニングを行った。１次スクリーニングで

は、両データベースで重複したもの、文献でないも

の・書籍を除外した。次いで、２次スクリーニング

では、表題・抄録の精査を行い、対象に６歳～ 18

歳が含まれていない・対象が障害児ではないもの、

摂食嚥下状態・食形態・介助方法に関するもの、栄

養管理・食事療法に関するもの、障害児の栄養状態

や食行動の現状に関するもの、食・栄養に関連しな

いものを除外した。３次スクリーニングでは、本文

の精読を行い、重症心身障害児が対象であるもの、

介入前後の変化や介入後の様子・介入の効果が明ら

かでないものを除外し、採択文献とした。

　さらに、データベース検索に加えて、抽出した文

献の引用文献に対して、表題・抄録・本文の精査及

び精読を行った。スクリーニングは、データベース

検索と同様に行った。

２．最終採択論文の結果の検討

　最終的に採択された論文は、目的、障害の種類、

食育の方法・内容、実施場所、実施者、食育の結果・

効果、評価指標について整理した。実施者が明確で

はないものの、推定可能な文献に関しては、著者の

うち２名で内容を吟味したうえで整理した。障害の

種類、食育の方法・内容、実施場所、実施者、食育

の結果・効果については、それぞれ３～８つのカテ
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ゴリに分類した。連報形式の文献６−８）については、

文献全体を精読したうえで１件の文献としてカテゴ

リ化を行った。さらに、各障害の特徴を把握するた

めに、行動面・心理面の特徴を整理した。

３．用語の定義

　本研究において、「児童」は満18歳に満たない者（児

童福祉法第四条）とした。なお、本研究では学童期

及び思春期に焦点をあて、６歳未満の者を除外して

いるため、６歳から18歳の子どもを児童としている。

Ⅲ．結果

１．文献検索の結果

　文献検索のフローチャートを図１に示した。医中

誌では73件、CiNiiでは24件の文献がヒットし、重

複５件、文献でないもの・書籍３件、表題・抄録で

71件、本文で４件を除外した。引用文献から１件を

加え、15件を最終採択文献とした。本文精読後、伊

藤の連報形式の文献６−８）については１件の文献とし

て取り扱うこととし、同一著者と考えられる伊藤ら

の報告９）とは対象が異なることを確認した。山口

ら10 − 12）及び花田ら13）の報告においても、同一施設

ではあるものの、対象者が異なること10，11）、同一の

対象者が含まれるかは不明であるが集団10）と個

別12，13）の食育という点で目的等が異なり、個別の食

育においても対象が異なること12，13）を確認し、異な

る文献として集計した。

２．特別支援教育における障害児の食育の概要

　特別支援教育における障害児の食育に関するエビ

デンステーブルを表１、カテゴリ化の結果を表２−

１及び表２−２に示した。最終採択文献の発行年は

2005年から2017年であった。

⑴障害の種類

　 対 象 者 の 障 害 の 種 類 は、 知 的 障 害 が11

件６−８，10 − 19）、自閉症を含む発達障害３件９，16，20）、肢

体不自由１件15）、視覚障害と知的障害の重複１件で

あった14）。

引用文献の表題・抄録・本文確認により
適切であると判断したもの：1件

データベース検索

医中誌：73件
CiNii ：24件 計97件

重複：5件
文献でないもの・書籍：3件

表題・抄録の精査：89件

対象に6歳～18歳が含まれていない・対象が障害児ではない：22件
摂食嚥下状態・食形態・介助方法に関するもの ：12件
栄養管理・食事療法に関するもの ：12件
障害児の栄養状態や食行動の現状に関するもの ： 6件
食・栄養に関連しないもの ：19件

本文の精読：18件

重症心身障害児が対象であるもの ：1件
介入前後の変化や介入後の様子・介入の効果が明らかでないもの：3件

最終採択文献：15件

1次スクリーニング

3次スクリーニング

2次スクリーニング

図１　文献検索のフローチャート
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表１　特別支援教育における障害児の食育
表1　特別支援教育における障害児の食育
著者 目的 対象・障害の種類 食育の方法・内容 実施場所 実施者 食育の結果・効果 評価指標
伊藤

（2005）6)
伊藤

（2005）7)
伊藤

（2005）8)

伊藤ら

（2013）9)
インクルーシブ教育の観点か
ら、家庭科での栄養教育プロ
グラムを思案して授業を実践
し、その有効性を発達障害児
の学習過程の分析から実証的
に検討すること

小学校5年生34名のうち、
発達障害児1名

独自のこだわり、時間をかけて丁寧に作
業を行う、他の児童と比べて作業に遅れ
が見られ、その自覚はあるが急ぐ姿は見
られない、視覚的な手がかりが必要であ
る、知的・コミュニケーションの遅れはな
い、聞くことが苦手、競争心が強く手遊び
の回数が多い

・「6つの食品群の分類の知識をもとに、栄養的なバラ
ンスの判断ができ、適切な食物選択ができる」ことを
目標とし、対象児の在籍する学級全体に介入を実施
・抽象的な概念を視覚化させ、主体的に取り組める教
材を用いた
・アニメキャラクターのストーリーを用いた
・替え歌で食品と食品群の色を関連付けられるように
した
・カードや積み木を用いて視覚的、具体的にイメージ
を持てるようにした
・カードによるゲームを取り入れた

小学校の
通常の学
級

授業実施は
学級担任（家
庭科担当）

内容の考案
は研究者

・食品群分類の知識を問うテストではスコア上昇傾向となった
・知識について積極的に発言する姿が見られ、知識を維持できて
いるという自信が生じた
・食物選択行動調査で選択した食品群数は増加したが、その理由
は嗜好であった
・食品群分類の知識習得および食品選択のスキル習得には効果が
見られたが、その知識を活用できるまでに至っているとは言い難い
・替え歌や食品カード、分類ポスター、食事チェック表などが知識習
得の支援となった

・学級担任、家庭
科担当教師に対
するインタビュー
・活動中の反応
・知識を問うテスト
の点数
・食物選択行動
調査

山口ら

（2015）10)
1日に必要な食事量を知り、献
立作成と食事作りを体験するこ
とで、社会へ巣立つ際に自立
した生活が営めるようにするこ
と

高等部の知的障害児12名 ・自分の摂取量を把握するために食事記録を付ける
・バランスシートに色を塗り、食べ方の確認とアドバイ
スを受ける
・簡単な調理を通じて食材や調理道具の使い方を知
る(個人の能力に合わせて使用する道具を変える)
・栄養士作成の買い物リストを持って買い出しに行く

福祉型障
害児入所
施設

支援職員
管理栄養士

・食べ始めに時間がかかる生徒でも、自分で調理することでスムー
ズに食べ始めることができた
・包丁からピーラーなどに道具を変えることで、調理道具を扱うこと
ができた
・食事バランスガイドによる食事バランスの良否を理解できる生徒も
いたが、そこから食べ物を残さないようにする、苦手を克服すること
に繋げることができなかった
・調理実習の試食では食べ残しが少なかった
・栄養や食事に対する認識が高まり、前向きな感想が得らえた

・食事時間の行
動
・食事量
（食べ残しの量）
・感想

山口ら

（2010）11)
実施した食育活動に対して利
用者の食行動等の評価を行う
こと

知的障害を持つ就学前の幼児と年少児
童（発達支援グループ）
中程度の学齢児（自立生活支援グルー
プ）

・栄養指導、昼食やおやつ作り
・調理では個人の能力にあった参加方法を工夫、参
加できない児童生徒も共に食事をすることで参加意
識を高める
・写真を用いた食材の切り方や調理手順の説明
・「苦手なものも食べる・ご飯とおかずを交互に食べ
る・良く噛んで食べる」「食事バランスガイドを利用した
バランスのよい食事」についての栄養指導

福祉型障
害児入所
施設

不明 ・アンケート調査の結果より食べ物について話題にしている、苦手
なものでも声をかけると食べる、声をかければ噛む回数が増える、
活動への参加を楽しみにしている児童が多数
・ジェスチャーで自分の思いを伝える、物事に集中する姿勢が見ら
れた
・苦手な物を食べるなどの行動が見られる児童がいた

・児童の発言、行
動に対する職員
へのアンケート調
査

山口ら

（2016）12)
課題分析による食事の支援計
画を立て、多職種と取り組むこ
と

16歳中度知的障害児
食べ始めが遅い、落ち着いて食事が取れ
ない、偏食がある、食事時の姿勢が
悪い、といった食事時の課題がある

・食前に絵カードを用いて正しい姿勢ができているか
確認
・言葉ではなくカードで注意する
・記録表を用いた自己評価、振り返り
・強制する言葉がけを控える

福祉型障
害児入所
施設

施設職員 ・立ち歩きが無くなり、よい姿勢を保つ時間が増えた
・職員の視線などだけで姿勢等を直すことができており、本人の意
識の改善が見られた

・食事時間の行
動
・児童の様子

花田ら

（2011）13)
管理栄養士の協力のもと成
長、発育について配慮した適
切な栄養ケアを提供することに
より、生涯に渡り尊厳のある自
己実現を図ること

①高等部15歳女子　知的障害児
食事に時間がかかる、硬い食べ物や食感
のないものや野菜に対しては取り掛かり
が遅い
②13歳女子　知的障害児
学校での係活動等は実施できる、自宅で
家事の手伝いをしたいという意思はある
が実施したことはなく本人に自信が無い

①苦手なものを含む料理の調理実習、写真を用いて
本人が食べているものと自分が調理したものを関連
付ける、食育活動を思い出せるような声掛け
②「切り方」「調理方法」が理解でき、片付けを含む一
連の流れを理解できる調理実習、絵を用いた作り方
の説明、口頭および見本を提示した切り方の説明

福祉型障
害児入所
施設

担当職員
管理栄養士

①嫌いな食材に対して「好き」という発言が見られ嬉しそうに食べる
ようになった、写真を活用した声かけにより食べ始めが30～35分ほ
ど早くなった、苦手なメニューに対して挑戦することが増えた、職員
との関わりが増え全体的に落ち着いて過ごせるようになった
②手伝いをし母親に認められることによって自信が付いた、職員へ
の信頼感が生まれた

・発言
・嗜好
・心理面の変化
・生活中の行動

安里

（2017）14)
・食材自体に対する理解を深
める
・生産過程や生産者への感謝
の気持ちを育てる
・食に対する理解や経験を広
げる

①中学部1～3年の5名
（視覚障害のみ1名、視覚障害と知的障
害を伴う重複障害4名）
②小学部3～6年生5名（視覚障害のみ）

①稲作体験学習、おにぎりの具材作り、おにぎり作り
②絵や言葉に加え点字を用いた栄養教諭による講話
（3つの食品群や身体への影響、食事のマナー）
農林高校の生徒や教師による講話（生産者の立場か
ら）
牛・豚・鶏に触れる、調理前後の食材に触れる、匂い
を嗅ぐ

盲学校 栄養教諭
農林高校の
生徒・教師

①自身の感情を言葉で表現できた、苦手な食材であっても自分た
ちで作ることで食べることができた、授業を通じて達成感や充実感
を味わうことができた、食べ物への感謝や食べ残しを減らしたいと
いった発言が見られた、擬音を交えながら視覚以外の感覚を言葉
で表現するような発言が見られた、他者と協力しながら作業できた
②3つの食品群分類に関する知識を身につけた

・嗜好
・心理面
・発言
・生活中の行動

土田ら

（2016）15)
・知的障害児、肢体不自由児
に対する食育推進における課
題と原因の明確化
・「体験を重ねながら、興味を
持ち、理解を深める」を目標に
した効果的な食育推進プログ
ラムの開発および検討

知的障害または肢体不自由のある
幼稚部・小学部・中学部・高等部の児童
幼稚部：6名、小学部：9名、
中学部：7名、高等部：20名

①お茶の木の観察、お茶ができるまでの過程を知る、
お茶の種類や道具の名前を知る、急須を使う、香りや
味を楽しむ
②おにぎりを握る、種類の違う米を意識して味わう、自
作の茶碗でご飯を食べる
③豆を触ってみる、観察する、豆を水で戻してみる、
豆料理など知る
④郷土料理や地域の特産物を観察、地図で視覚的
に示す、給食で実際に食べてみる
⑤食材を自由に触れる展示を実施
⑥食育キャラクターの作成

特別支援
学校

(特別支援学
校の栄養教
諭)

①お茶を飲む習慣のある割合は肢体不自由児で少なく、茶を入れ
る道具に馴染みがない、熱い飲み物はあまり飲まないという児童が
多数いた、体験を通じてほとんどの児童が家でも急須で入れた茶
を飲みたいと答えた
②実際に触ることで稲や米に興味を示した、自ら調理に携わり達成
感を感じていた
③大豆の感触や大豆を水で戻したときの色の変化等に興味を示し
ていた
・定型発達児と比較して障害児では感想が主になった
・食材への理解が増し興味関心が高まった

・児童生徒に対
するアンケートの
結果
・食育に対する反
応
・心理面の変化
・感想

森角

（2014）16)
体験学習を通じて食べ物の大
切さを実感することができ、人
の手で作った食べ物や作って
くれた人へ感謝の気持ちを持
てること

小学校の中の知的障害児学級
2クラス、
自閉症・情緒障害児学級
1クラスに在籍する3年生3名、6年生4名

・そば作り体験
（種まき～収穫、脱穀、調理、試食）の実施

小学校の
特別支援
学級

(学級担任)
ボランティア

・種を実際に触ることによって硬さや色、形を理解することができた
・収穫することは比較的簡単な作業であったため飽きることなく収穫
することができた
・そばを太く切ってしまったが「美味しいけどもっと細い方が美味し
いね」といった失敗を前向きに捉える発言が見られた
・人間関係の育成、自信に繋げることができた

・発言
・心理面の変化

藤井ら

（2017）17)
園芸福祉活動と食育活動と効
果と課題について明らかにす
ること

小学部から高等部の知的障害児 ・野菜作り
・稲づくり
・調理実習や作る過程など、五感を
使って雰囲気や匂いを肌で体験する

児童発達
支援セン
ター

栄養士
外部ボラン
ティア

・野菜を育てる楽しみや、チャレンジ精神が芽生えるようになってき
た
・苦手だった野菜を口にするようになった、食べず嫌いを克服した
・他者からの評価が喜びや励みになり、児童の達成感ややる気を
引き出すことができた
・人との関わり方を学ぶ機会となった
・自分から積極的に他者へ話しかける場面が増えた

・心理面の変化
・嗜好
・生活中の行動

加佐原

（2009）18)
落ち着いて食事をする、食べ
られないものにも目を向けられ
るようにする、食べられる食品
を1つでも増やすこと

4年生知的障害児のうち3人の様子を観
察
①食べられるものが極端に限られている、
熱すぎるものもしくは冷たすぎるものを好
む
②1時間ほど時間をかけて食事をする、
主食が好き、野菜をほとんど食べない、
嫌いなものが入っている料理は手を付け
ない、我慢や待つことができない
③偏食はほとんどない、日によって食べ
る量に差がある、食事中に突然飛び回っ
たり物を投げたりする

・写真、献立カレンダーを用いた献立の紹介
・料理の文字カードと写真のマッチング
・材料の写真掲示、給食室の様子のビデオ鑑賞、調
理を経て食材の形が変わることを見せる、調理前後の
写真をマッチング
・紙製の道具を用いた料理の模擬体験

特別支援
学校

学校栄養職
員
学級担任

①普段食べないものを少量口にしたが、一部食品は全く食べようと
はしなかった、食事で遊び始めた
②ペースはゆっくりだった、食事を嫌がる様子はなかった、食事に
時間がかからなかった
③好きではない献立であったが完食、ほとんど手を付けない一部
食品を口にした、苦手な食べ物が使われていると食べようとはしな
かった
・給食に使われている食材に興味を持った
・給食が安心できるものと理解し、いつもよりたくさん食べた
・料理の模擬体験は学習意欲を高めた様子であった

・嗜好
・心理面の変化

服部

（2007）19)
中学部の生徒の多くが肥満傾
向にあることや、保護者から
「体重管理のための食事の量
が調節できるように」といった
希望が多いことを踏まえて、
自ら健康に留意して生活する
力を育むこと

中学部の知的障害児 ①いつも自分が食べるものや買うものを具体的に挙
げて自身の食生活を振り返る
②自分の好きな飲み物とお菓子を選んでもらい、中
学生おやつの目安をイラストを用いて視覚的に捉える
③体重やローレル指数についてグラフ化し視覚的に
変化を捉える

特別支援
学校

学級担任
養護教諭

①選択の改善について自ら発言するようになり、食事の内容を考え
ながら買い物ができるようになった
②選択の改善に積極的な発言が見られた・保護者や家庭の意識
変化もあり、協力的になった

・発言
・食選択行動

中野

（2008）20)
対象児童の偏食改善 小学部3年　自閉症児

学校給食に限って白いご飯以外食べな
い、食べることを促すと大声を出す、食器
を投げる、吐こうとするなどの行動がある

・苦手なものの「頑張って食べる量」を決める
・給食後の楽しい活動を伝え意欲を引き立たせる
・一口食べたら大げさに褒める
・苦手なものと他の食品を食べるリズムを作る
・給食ノートを作り、がんばった日にシールを貼る
・食品のサイズや量を段階的に大きくしていく

養護学校 学級担任 ・食べられる食品の量が増えた
・食事の際に落ち着きが見られるようになり、笑顔も増えた

・嗜好
・食事時間の行
動

・全体の71.4％が歌やゲームという手がかり刺激を用いる授業に
よって基本的食品と食品群との関連付けが可能であった
・写真や劇を用いた授業を経て基本的食品と食品群との関連付け
ができた
・劇を用いた授業を経て食品群のうち足りない食品群を料理選択肢
のから選ぶ行動の正答が増加した者がいた
・基本的な料理と食品群との関連付けが可能だった者のうち、誘導
の有無を合わせると97.3％の者が3色の食品群が揃った料理を選
択する行動の習得が可能であった
・食品群のうち足りない食品群を料理選択肢から選ぶ行動が100％
可能だった者の86.2％が3色の食品群を揃えて料理を選択する行
動も可能であった

・障害児学級担
当教師に対する
インタビュー
・活動中の反応
・テスト点数による
到達度評価

代表例教授法を適用した軽度
知的障害児に対する栄養教育
プログラムを開発し、そのプロ
グラムの実証的な検討を通じ
て、栄養教育の促進要因を明
らかにすること

・摂取栄養素バランスがよい1食分を自分で選択でき
ることを目標に、代表例教授法をもとにして、聴覚的
刺激を歌（基本的食品とその食品群の色を関連付け
る）、視覚的刺激を写真カード（表に基本的食品の写
真、裏にその食品群の色を貼る）、身体表現的刺激を
劇（栄養バランスとからだの関係を描く）として食育を
実施
・刺激には実物の料理も取り入れた
・代表例教授法をもとに、3色の食品群別の代表的食
品群20種を用いた

訓練を受け
た教員志望
の大学4年生
2名

小・中学校9校において障害児学級に在
籍する、小中学生の軽度知的障害児43
名

小・中学校
の特別支
援学級
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表２−１　障害の種類・実施場所・実施者のカテゴリ化

表２−２　食育の方法・内容・結果・効果のカテゴリ化

表2-1　障害の種類・実施場所・実施者のカテゴリ化
件数

知的障害 11
発達障害（自閉症を含む） 3
肢体不自由 1
視覚障害（知的障害との重複） 1

特別支援学校（養護学校） 5
障害児施設・センター（入所） 5
小・中学校等（特別支援学級・通常の学級） 3

施設職員・学級担任 8
栄養専門職

　（栄養教諭・学校栄養職員3件、管理栄養士2件、
　栄養士1件）
外部ボランティア 3
大学・研究者側のスタッフ 2
不明 1

項目

6

障害の種類（重複あり）

実施場所

実施者（重複あり）

（件）

全体 知的障害 肢体不自由
発達障害
（自閉症）

視覚障害

調理実習 10 7 1 1 1
イラストや写真を用いる 7 6 1
実物を見る・触る 8 5 1 1 1
野菜作り・農業体験 5 3 1 1
記録を付ける（食事バランスガイドなど） 4 3 1
替え歌・劇・ゲーム・キャラクターを用いる 4 2 1 1
買い物から調理までを自身で行ってみる 1 1
スタッフの前向きな声掛け 2 1 1

食への関心が高まった 14 10 1 2 1
対象児のやる気や自信、達成感を引き出すこ
とができた

11 7 1 2 1

職員や他児との関係が良くなった 8 6 1 1
苦手なもの、今までは口にしなかったものを食
べるようになった

8 6 1 1
食事時間の行動（落ち着き、姿勢、食べ始めま
での時間）などが改善された

5 4 1

新しい物事に挑戦するようになった 2 2

項目

食育の方法・内容（重複あり）

食育の結果・効果（重複あり）

表2-2　食育の方法・内容・結果・効果のカテゴリ化
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⑵食育実施場所

　食育実施場所は、特別支援学校（養護学校）５

件14，15，18 − 20）、障害児施設・センター（入所）５

件10 − 13，17）、小・中学校等の特別支援学級または通常

の学級３件６−９，16）であった。

⑶食育実施者

　 食 育 実 施 者 は、 施 設 職 員・ 学 級 担 任 ８

件９，10，12，13，16，18 − 20）、栄養専門職６件（栄養教諭・学

校栄養職員３件14，15，18）、管理栄養士２件10，13）、栄養

士１件17））、外部ボランティア３件14，16，17）、大学・研

究者側のスタッフ２件６−９）、不明１件11）であった。

１人が単独で食育を実施しているケースの他、施設

職員や学級担任など複数の職種が協働して実施する

ケースが見られた10，13，18）。

⑶食育の方法・内容

　食育の方法・内容は、「調理実習」が知的障害７

件10，11，13 − 17）、肢体不自由１件15）、発達障害１件16）、

視覚障害１件14）、「イラストや写真を用いる」が知

的障害６件６−８，11 − 13，18，19）、発達障害１件９）、「実物

を見る・触る」が知的障害５件６−８，14 − 17）、肢体不自

由１件15）、発達障害１件16）、視覚障害１件14）、「野菜

作り・農業体験」が知的障害３件14，16，17）、発達障害

１件16）、視覚障害１件14）、「記録を付ける（食事バラ

ンスガイドなど）」が知的障害３件10 − 12）、発達障害

１件20）、「替え歌・劇・ゲーム・キャラクターを用

いる」が知的障害２件６−８，15）、肢体不自由１件15）、

発達障害１件９）、「買い物から調理までを自身で行っ

てみる」が知的障害１件10）、「スタッフの前向きな

声掛け」が知的障害１件13）、発達障害１件20）であった。

なお、「記録を付ける（食事バランスガイドなど）」

においては、食事バランスガイドを用いて自身の食

事量を把握する取り組み10）や、頑張った日にはノー

トにシールを貼るといった取り組み20）を実施してい

た。

⑷食育の結果・効果

　食育の結果・効果は、「食への関心が高まった」

が知的障害10件６−８，10 − 12，14 − 19）、肢体不自由１件15）、

発達障害２件９，16）、視覚障害１件14）、「対象児のやる

気や自信、達成感を引き出すことができた」が知的

障害７件６−８，11，13 − 17）、肢体不自由１件15）、発達障害

２件９，16）、視覚障害１件14）、「職員や他児との関係が

良くなった」が知的障害６件６−８，11，13，14，16，17）、発達

障害１件16）、視覚障害１件14）、「苦手なもの、今まで

は口にしなかったものを食べるようになった」が知

的障害６件10，11，13，14，17，18）、発達障害１件20）、視覚障

害１件14）、「食事時間の行動（落ち着き、姿勢、食

べ始めまでの時間）などが改善された」が知的障害

４件10，12，13，18）、発達障害１件20）、「新しい物事に挑戦

するようになった」が知的障害２件10，17）であった。

これらの結果・効果は１回の実施に対して複数認め

られるケースが多かった。

３．各障害の行動面・心理面の特徴

　障害による行動面・心理面の特徴を表３に示した。

知的障害児は、極端な偏食、食事時間の問題行動に

加えて、抽象的思考が困難、嫌なことを行動で示す、

言葉でのコミュニケーションが困難といった特徴が

見られた。発達障害は、独自のこだわり、肢体不自

由は姿勢の保持が困難、視覚障害は、触れることを

怖がるなどの特徴が見られた。

Ⅳ．考察

　本研究は特別支援教育における食育に着目し、国

内の文献に限定して実施した。

　本研究の採択文献の発行年は2005年から2017年で

あった。2005年は食育基本法が成立、施行され、食

育の定義や目標が明確になった年であることから、

2005年以降の報告が中心となっていた。採択文献数

は15件であり、大部分が知的障害の報告であった。

食育実施場所は、特別支援学校（養護学校）、障害

児施設・センター（入所）での実施が多かった。給

食を提供している特別支援学校は、栄養教諭または

学校栄養職員の１人配置が義務化されており21）、食

に関する取り組みが行いやすい環境であると推測さ

れる。障害児施設の件数は特別支援学校と同様であ

るが、入所している児童の人数によって栄養士が配

置されない場合があるため22）、必ずしも栄養専門職

が食育を実施しているとは限らなかった。一方、栄

養教諭・学校栄養職員、管理栄養士、栄養士といっ

た栄養専門職に加え、学級担任や施設職員といった
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職種と協働した食育の実践が報告されていた。知的

障害児及び肢体不自由児に食育を行う際の留意事項

として、目標に個人差が生じやすいこと、障害児の

困難に応じた適切な補助の必要性が挙げられてい

る15）。多職種協働による実施は、栄養専門職と学級

担任、施設職員が児童の普段の生活の様子等に関す

る情報を共有し、個々のニーズに合わせた指導に繋

げやすいと考えられる。

　食育の方法・内容に関して、知的障害児を対象と

した取り組みにおいては、調理実習や農業体験、実

物を見る・触るといった体験型の内容、イラストや

写真を教材に用いる内容が多い傾向が見られた。知

的障害児は抽象的思考が困難、興味の幅が狭い、と

いう傾向があることから、栄養の知識を抽象的に伝

えるのではなく、実体験をもとに食に興味関心を持

つように促す取り組みが効果的であると推測され

る。また、体験型の内容では、食材を切る、食材の

匂いを嗅いでみる、野菜の成長の様子を観察すると

いった単純な作業を取り入れることで、知的困難を

有する児童であっても主体的に参加可能であると考

える。さらに、体験型の内容は学年、年齢を問わず

行われていることが特徴として挙げられた。障害の

程度は年齢や学年に関係なく様々であり、経験不足

や経験し難さが課題となりやすいことから15）、食育

を通して体験する機会を増やすことが望ましいと考

えられた。

　発達障害児を対象とした取り組みは、体験型、替

え歌・劇・ゲーム・キャラクター等を用いる、記録

を付けるといった内容が見られた。発達障害児は、

感覚知覚異常や自閉症特有のこだわりが偏食として

強く現れることがある23）。学校栄養職員を対象とし

た田部らの研究24）において、発達障害等のある児童

生徒の食に関する困難・気がかりな点として、偏食

が最も多かった。具体事例では、食感に敏感で特定

表３　障害による行動面・心理面の特徴例

障害の種類 行動面・心理面の特徴例

知的障害
6-

8,12,13,15,17,18)

・極端な偏食
・食事時間の問題行動
（食べ始めまでに時間がかかる、落ち着いて食事が取れない、姿勢が悪
い、食事に時間がかかりすぎるなど）
・食への関心が低い
・咀嚼嚥下の困難
・見通しが持ちにくい
・集中しにくい
・複数のことを同時に行うことが困難
・抽象的思考が困難
・興味の幅が狭い
・自信がない
・嫌なことを行動で示す（奇声を上げる、席を立つなど）
・我慢や待つことが困難
・言葉でのコミュニケーションが困難
・予定外のことへの対応が困難

発達障害
9,20) ・極端かつ強度な偏食

・食事時間の問題行動（大声を出す、食器を投げる、吐こうとするなど）
・独自のこだわりがある
・聞くことが苦手
・嫌なことを行動で示す（大声を出す、物を投げるなど）

肢体不自由
15) ・動作に時間がかかる

・姿勢の保持が困難
・自ら支援を求めることができる
・複数のことを同時に行うことが困難
・咀嚼嚥下の困難

視覚障害
14) ・触れることを怖がる

・学習度は障害の程度よりも、個人の性格などに影響されやすい

表3　障害による行動面・心理面の特徴例
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のものが食べられない、家庭で出たものと見た目の

違うものは食べられないといった内容が報告されて

いた。障害児における偏食の原因には感覚知覚異常

や障害特有のこだわりが関与することがあり23，24）、

健常児における偏食の原因25）とは異なる可能性があ

ることから、これらを考慮した食育実践が必要と考

えられる。

　食育の結果・効果において、知的障害児は「食へ

の関心が高まった」、「職員や他児との関係が良く

なった」、「苦手なもの、今までは口にしなかったも

のを食べるようになった」、「食事時間の行動が改善

された」といった効果が見られた。食事時間の行動

が改善された事例として、「食事時間の立ち歩きが

少なくなった」、「良い姿勢を保てるようになった」、

「食べ始めがスムーズになった」、「食事を嫌がらな

くなった」などが見られた。食育を行うことで、初

めて食べる、何が使われているのか分からないと

いった食事に対する過剰な不安感を緩和させ、食態

度や食品選択にも影響を与えたと推測される。

　職員や他児との関係が良くなった事例としては、

「他者との関わりを学ぶ機会となった」、「職員との

信頼感が生まれた」などが見られた。これは食育の

視点である社会性の要素を有しており、児童が職員

を含め、周囲の人とのコミュニケーションを取る機

会が増えたことが、良好な関係の構築に影響したの

ではないかと考えられる。自閉症児に対して相互交

渉や共同注意を含むコミュニケーション活動を行う

ことで、自己主張や自己統制スキルの向上、多動・

攻撃行動の改善といった効果が報告されており26）、

これらが影響している可能性も推察された。

　全体で共通して見られた効果として、「対象児の

やる気や自信、達成感を引き出すことができた」が

挙げられた。障害児は、障害のある自分をひどく他

者から劣っていると思うことがあり、自分を肯定的

に捉えられないことが多いとされる27）。本研究にお

ける採択文献では、食に関する知識を身につけるこ

とや食行動等を改善することを目的として、食育を

実施しているものが多かったが、結果的に対象児の

自己肯定感を高める効果が得られていた。児童の自

立や食育の観点として、計画段階からアウトカムに

自尊感情や自己肯定感を取り入れることが、食育実

践を適切に評価するために必要であると考える。

　本研究を通して得られた課題について、１つ目は、

食育の取り組みの内容に関する実践報告が多く、食

育実施による効果や、対象児の食習慣や食行動にお

ける変化が抽象的な文献が多い点である。除外した

文献の中には、障害児の食育について述べられてい

る文献であるものの、実施内容のみが記述され、対

象児の様子や変化が明らかにされていないものが

あった。また、介入前後の児童の変化に関する比較

がなされていないなど、食育の実施によってどの程

度の効果が得られたのか不明確な文献が多かった。

２つ目は評価指標に関して、障害児の身体状況の観

点を有する文献が本研究では抽出されなかったこ

と、３つ目は国内の障害児への食育に関する報告が

少数に限られていたことである。また、同一著者の

文献が散見されたことから、本研究で得られた知見

を一般化するためには、より多くの調査研究が求め

られる。

　今後、障害児への食育は管理栄養士や栄養教諭が

介入し、児童の様子や行動、情緒面に加えて、成長

や健康状態などの指標を取り入れ、発育・発達の観

点からも継続的な食育の効果を評価することが必要

である。また、本研究は日本の「食育」に着目して

実施したが、今後、諸外国の障害児への栄養教育に

関する報告と比較検討し、新たな知見を取り入れて

いくことで、日本の特別支援教育における食育の発

展に寄与できると考える。

Ⅴ．結語

　日本国内の特別支援教育における障害児に対する

食育は、調理実習や農業体験、実物を見る・触る、

イラストや写真で具体的に理解させるといった「体

験する・経験を積む」ことを重点に置いていた。障

害児への食育は、課題である食行動や嗜好、他者と

の関係やコミュニケーションの改善、達成感や自己

肯定感の向上といった効果が認められた。一方、食

育実施の課題として、効果や対象児の変化が抽象的

なものにとどまっていること、既存の報告は障害児

の身体状況の観点を有していないことが明らかと

なった。
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